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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文の提案内容の有効性は、従来手法では有機的に結びつけることが困難であった製造実行シス
テムの設計ドキュメントを体系化されたキーにより緩やかで有機的に結合できる点、有機的に結合さ
れたドキュメントを用いることでドキュメントの参照やコード生成に要する時間を短縮できる点にあ
る。提案手法を大規模な製造実行システムの開発現場に導入すれば、ソフトウェア開発で標準的に用
いられる仕様記述言語を用いるため、ドキュメントの学習時間、支援ツール開発のための時間や費用
が大きく削減されると考えられる。以上の研究成果は、情報技術による製造実行システムの開発に貢
献するものであり、情報工学の社会貢献に大きく寄与するものである。 
本論文に関し、調査委員から、製造実行システムの開発に関する制約、設計ドキュメントを有機的
に結合するためのキーの分類、製造実行システムの生産性の向上などについて質問がなされたが、い
ずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者があり、種
々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
